
16.1 高潮に対し脆弱な市街地 16.高潮対策について

■広島市中心部の地盤が低いため、常時から被災しやすい環境

■広島湾は南に向いており、台風の吹き寄せの影響を受けやすい

■広島湾は瀬戸内海で最も干満差が大きいため、満潮と高潮が重なると被害大

大潮時

最大約4m

高潮に対して脆弱な市街地

浸水状況(平成11年9月)

頻繁に浸水被害

堤防越水状況(平成11年9月)

・近年の海面水位の上昇傾向

や、黒潮流路の蛇行による

異常潮の影響により、瀬戸

内海における潮位は高くなる

傾向

・上記により厳島神社の冠水

頻度は近年急増

厳島神社回廊の
冠水回数の推移
（社務日誌より整
備局で作成）

異常潮位により冠水する
厳島神社の回廊

増加する厳島神社の冠水頻度

・広島市中心部の地盤が低いため、常時から被災しやすい環境
・広島湾は南に向いており、台風の吹き寄せの影響を受けやすい
・広島湾は瀬戸内海で最も干満差が大きいため、満潮と高潮が重
なると被害大
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A－A’断面図
計画高潮位：T.P.+4.40m

朔望平均満潮位：T.P.+1.88m



16.2 高潮堤防の整備水準
■広島湾の高潮対策は、三大湾(東京湾、伊勢湾、大阪湾)の整備水準に対し著しく遅れている
■直轄施工区間における進捗率は過去最高の高潮対策（T.P.3.4m）で90％、計画高潮位対応（T.P.4.4m）で46％、

完成堤区間は0％
■河川管理者、海岸管理者が一体となった整備が必要

国管理河川 T.P.+3.4m T.P.+4.4m

全体計画延長 10.9 28.3

整備延長 9.8 16.2

進捗率(%) 90 57

平成１７年度末時点
※ T.P.+3.4mの全体計画延長は再度災防止区間延長

※平成3年、平成11年、平成16年の高
潮災害を鑑み、第2段階(T.P.+3.4m)整
備を優先して概成、河口域から順に
第3段階計画高潮位(T.P.+4.4m)対応
を実施中

凡 例

：堤防高 完成（計画）堤防高以上
：堤防高 T.P+4.4m以上
：堤防高 T.P+3.4m以上T.P+4.4m以下
：堤防高 T.P+3.4m以下
：海岸保全施設 T.P+4.4m以上
：海岸保全施設 T.P3.4m以上T.P+4.4m以下
：海岸保全施設 T.P+3.4m以下

三大湾と広島湾の高潮対策の整備状況

（堤防の高さ）

※出典：

国土交通省｢ゼロメート
ル 地帯の高潮対策検討
会｣資料に広島湾情報を
補足

【東京湾：307km 】 【伊勢湾：141km 】 【大阪湾：182km 】

【広島湾：68km 】【全国：15,061km 】

凡 例

：堤防高が充足 ：暫定的な計画高潮位対応

：堤防高が不足 ：不明

・高潮対策は一定の成果が見られるが､整備水準

は全国に比較し遅れている

Ｔ.Ｐ.+3.4mの全体計画延長に対する整備水準
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現地視察箇所



16.3 台風18号（H16.9.7）が１週間前（H16.8.30）の大潮の満潮と重なったら！
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台風18号の偏差が台風16号時の天文潮位と重なった場合の潮位及び偏差図

H16.18号最高潮位 T.P2.96
（観測史上最高潮位） 大潮時天文潮位 T.P2.04

偏差約2.1m
約1.2m上昇

推定潮位 T.P4.13
計画高潮位 T.P 4.40

朔望平均満潮位 T.P 2.00

警戒水位 T.P 2.50

水位
（ｍ）

＝台風18号の偏差

■偏差2.1mをもたらした平成16年台風18号と大潮の満潮が重なった場合、広島市中心部全域が浸水

計画高潮位TP4.4m以上の高潮堤防
※堤内地盤高による推測

想定浸水想定浸水区域区域

平成16年18号台風浸水被害状況 想定浸水被害区域(大潮の満潮位に重なった場合)
：浸水する恐れがある箇所
浸水面積：約20km2

浸水家屋：約10万戸

予想
被害

浸水浸水区域区域 ：浸水被害区域
浸水面積：約3.6km2

浸水家屋：約178戸

被害
状況

計画高潮位TP4.4m以上の高潮堤防
※浸水範囲はH16.9.8速報値

16.高潮対策について



堤防の高さが低い区間Ｌ＝３５０ｍ

天満川

観
船

橋
（市

）

・平成１６年の台風１８号では、江波観測所に
お いて、観測史上最高の潮位(TP+2.96m)を
記録

・広島市内に甚大な浸水被害をもたらした
・当該地区では、堤防が低いため浸水被害

が発生した

観音橋（市）
Ｈ１７～１８撤去 新観音橋（国）

Ⅴ－②観音箇所

天
満

川

堤防が高さが低い区間
Ｌ＝３０ｍ

16.4 高潮堤防視察箇所（天満川） 16.高潮対策について



16.5 高潮計画とその効果

・軟弱地盤対策であることを考慮し、4段階施工
・近年の高潮被害を踏まえ、第2段階(T.P.+3.4m)までを先行して施工

高潮対策の効果
・高潮対策の推進により、浸水区域が大幅に減少

高潮堤防計画と段階施工

計 画

施 工

台風期朔望平均満潮位 2.0m

計画高潮位

T.P.+3.4m

T.P.+2.2m

T.P.+4.4m

鋼
矢
板

(

耐
震
対
策)

鋼
矢
板

(

沈
下
対
策)

第４段階

第３段階

第２段階

第１段階

現地盤

H16既往最高潮位 2.96m
計画偏差

2.4m

計画堤防高T.P.+5.0～6.9m

波高※

※ 波高は河道内での波浪減衰を考慮

平成16年台風18号時の浸水区域平成3年台風19号時の浸水区域

T.P.+3.4m以上の河川堤防

T.P.+3.4m以上の港湾保全施設等

浸水区域(港湾･民有区域)

浸水区域(河川区域)

平成3年台風19号 平成16年台風18号 ・潮位T.P.+2.96m

・床上浸水 86戸

・床下浸水 92戸

・潮位T.P.+2.91m

・床上浸水 423戸

・床下浸水1,220戸

高潮計画は、台風期の朔望平均満潮時に広島湾に最も危険なコース(昭
和26年10月ルース台風)を伊勢湾台風規模の台風が通過した場合を想定

・台風期朔望平均満潮位＝T.P.+2.0m、計画偏差＝2.4m
・計画高潮位＝台風期朔望平均満潮位+計画偏差＝Ｔ.Ｐ.+4.4m
・波高=約0.6m～1.5m
・計画堤防高=計画高潮位＋波高＝T.P.+5.0～6.9m

■台風期の朔望平均満潮時を基準とし、伊勢湾台風規模の台風が通過した場合の偏差・波高を加算し計画

16.高潮対策について


